
【外国人チャリプロ】 自転車交通安全テスト（日本語）  

■次の問題に答えてください。 

１ 13 歳（さい）になっていないこどもは、自転車（じてんしゃ）で歩道（ほどう）を走ること

ができる。 

２ 車道（しゃどう）を自転車（じてんしゃ）で走るときは、左・右どちらを通ってもよい。 

３ 自転車（じてんしゃ）で歩道（ほどう）を通るとき、車道側（しゃどうがわ）によって通る。 

４       止まれの標識（ひょうしき）があるところでは、車は止まらなければならないが、 

        自転車（じてんしゃ）は止まらなくてもよい。 

５       自転車（じてんしゃ）で交差点（こうさてん）を右にまがるときは、図の 

        ように小さく早くまがる。 

６ 広い道であれば、自転車（じてんしゃ）で横にならんで走ってもよい。 

７ 雨の日にかさをさして自転車（じてんしゃ）を運転（うんてん）してはいけない。 

８ 夜でも明るい道では、自転車（じてんしゃ）のライトをつけなくてもよい。 

９ ゆっくりであれば、スマートフォンを見ながら自転車（じてんしゃ）を運転（うんてん） 

  してもよい。 

10 命を守るためには、自転車（じてんしゃ）を運転（うんてん）する全員がヘルメットを着用す

ることが大切である。 
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10

命を守るためには、自転車（じてんしゃ）を運転（うんてん）する全員がヘルメットを着用することが大切である。

9

ゆっくりであれば、スマートフォンを見ながら自転車（じてんしゃ）を運転（うんてん）してもよい。

スマートフォンで電話をしながら自転車を運転したり、画面を見ながら運転すると周りのきけんに気付くのが

遅れます。ぜったいにしないようにしましょう。

自転車の事故で命を落とした人の多くは頭に大けがをしています。命を守るためにも自転車を運転する全員が

ヘルメットをかぶることが大切です。

7

雨の日にかさをさして自転車（じてんしゃ）を運転（うんてん）してはいけない。

かさをさして自転車を運転してはいけません。バランスをくずしやすく、前も見えにくくなりきけんです。

8

夜でも明るい道では、自転車（じてんしゃ）のライトをつけなくてもよい。

夜はかならずライトをつけましょう。自転車のライトはあなたがそこにいることを知らせる役目もあるので、

必ずつけましょう。

5

自転車（じてんしゃ）で交差点（こうさてん）を右にまがるときは、図のように小さく早くまがる。

6

広い道であれば、自転車（じてんしゃ）で横にならんで走ってもよい。

自転車は横にならんで走ることはできません。

右にまがるときには、あらかじめその手前から左により、左の図のように２回に分けてまがるよ

うにしましょう。

3

自転車（じてんしゃ）で歩道（ほどう）を通るとき、車道側（しゃどうがわ）によって通る。

4

止まれの標識（ひょうしき）があるところでは、車は止まらなければならないが、自転車（じてんしゃ）は止まらなくて

もよい。

自転車で歩道を通るときは、車道側によって、いつでも止まれるスピードで通りましょう。

自転車は車のなかまです。止まれのひょうしきがあるところは、いったん止まり、安全をかくに

んしてからすすみましょう。

1

13歳（さい）になっていないこどもは、自転車（じてんしゃ）で歩道（ほどう）を走ることができる。

13歳になっていないこども、70歳以上の高れい者、体の不自由な人は自転車で歩道を走ることができます。

2

車道（しゃどう）を自転車（じてんしゃ）で走るときは、左・右どちらを通ってもよい。

自転車で車道を走る場合は、左はしによって走らなければいけません。


